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地域日本語活動に参加する市民ボランティアの意識
一大阪府下で活動するグループを例として一
新庄 あいみ*・西日 光一**
要 旨
本稿では、大阪府下で活動する日本語学習支援と交流を目的としたボランティアグループでのア
ンケー ト調査の結果を報告する。ボランティアが、どのような動機で日本語ボランティアを始め
たのか、ボランティアと活動を繋ぎとめている要素は何かを中心に報告し、今後の地域日本語教
育の課題を探っていきたい。
【キーワー ド】地域日本語活動、日本語ボランティア
1 は じめに              |
日本に在住する外国籍者の数は、過去最高の200万
人を突破した1。 この数が示す外国人のうち、日本語
学習を必要とする人は、いわゆる在日とよばれる韓国・
朝鮮籍の人々約60万人、及びある程度の日本語を習
得している留学生約10万人を除いたおよそ130万人と
見てよいだろう。その他の外国人、例えば、南米出身
の日系人、研修生や実習生、日本人の配偶者、=般永
住者に対しては、公的な日本語学習の機会は提供され
ていない。さらに、多くの外国人は、経済的 。時間的
な余裕のなさから、日本語学校等で日本語を学習して
習得することが可能な状況ではない。つまり、かれら
は、「日本語」という日本で生活するうえで最も要求
される言語を学習するための機会が与えられないまま
に、日々の暮らしを送つているのである。その結果、
かれらが行き着く場所は、無償かそれに近い状態で参
加できる地域のボランティアによる「日本語教室」で
ある。上記のような背景を持つ外国人が参加する「日
本語教室」は、どのようなもので、またどういった人々
が活動を支えているのだろか。
御舘 (2007)は、中国大陸出身の研修生やかれら
と関る日本人にインタビューをし、それぞれの「日本
語教室」の位置づけを明らかにすることで、「日本語
教室」には唯一のモデルが存在するのではなく、その
場に参加する人々の相互作用によつて構築される場で
あることを論じている。つまり、「日本語教室」がど
のようなものかを知るためには、まずその場に参加す
る人々の意識を知ることが必要といえる。そこで、本
研究は、まず「日本語教室」にかかわる日本人のボラ
ンティア (以下、日本語ボランティア)に注目する。
そもそも、かれらは、なぜ「日本語教室」にボランティ
アとして参加するのか。二通 (2006)は、日本語ボ
ランティアを継続させる原動力として、外国人との異
文化接触を通して実感する学びを挙げている。では、
具体的に日本語ボランティアは「日本語教室」で何を
学び、そして何を感じているのだろう力■ 本研究では、
2006年度に発足したばかりのグループに参加する日
本語ボランティアが、まず、どのような動機で「日本
語教室」に参加したのか、「日本語教室」のどのよう
な点が、市民ボランティアを引き付けているのかにつ
いて明らかにし、日本語ボランティアの参力日のあり方
を探る。
*大阪大学留学生センター謝金講師、大阪大学大学院言語文化研究科博士後期課程
**大阪大学留学生センター教授
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2 グループの活動概要
2-1 地域日本語活動とは
日本語教育という枠組みにおいて、地域で行われる
日本語教育は「地域日本語教育」といわれる。そのう
ち、1990年代より盛んに行われている市民ボランティ
ア主体の活動を、本研究では「地域日本語活動」とよ
ぶことにする。以下、西日・他 (2007)を参照して、
地域日本語活動の特徴を挙げる。
(1)「日本語を身につけたい」、「一般の日本人と接
触し、交流する機会を持ちたい」等の動機で参加
する在住外国人等と、「日本語学習のお手伝いを
したい」、「日本語習得の面を中心として、外国人
等の方々の一助となりたい」、また「そうした人
たちと接触し、交流し、自らも学んだり社会参加
したりする機会を持ちたい」等の動機で参加する
日本語を第一言語とする一般市民が主な当事者と
なる。
(2)活動は、週に1回2時間程度「教室」を開いて、
上記の人たちがそれに参集して行う。「教室」内
での実際の活動の大部分は、外国人参加者と市民
ボランティアがペアになつて行う。その他に、 5
人以下程度の小さなグループで活動する場合や、
国際交流協会などが主催する活動などで、コーディ
ネータ等が「日本語学習を希望する人」の希望の
曜日や時間等に応じてそれに対応できる「学習支
援者」を配置して、当該の曜日。時間に適当な部
屋で適宜に活動するというような場合もある。
(3)活動はボランタリー な市民が主体となって運営
されることが多い。国際交流協会や公民館等が、
深くあるいは緩やかに関わつていることもある。
外国人参加者も市民ボランティアも参加費は無料
あるいは必要経費負担程度というのが普通である。
(4)活動は国際交流協会や公民館等の公的あるいは
それに準じた会場で行われるのが一般的である。
会場管理者は、教室の使用や、閲覧用教材等の整
備 。管理や、複写の便宜の供与等で同活動に協力
して便宜を図つていることが多い。
(5) こうした「日本語教室」の活動に加えて、料理
大会や文化交流的なイベントなどが同集団主催で
不定期的に開催される。また、「日本語教室」の
時間内では、1対1等での活動の他に、参加者相
互の交流を趣旨として、話の時間や簡単なグルー
プ活動などの全体活動が行われる場合もある。
2-2 活動が目指すもの
本研究が対象とする活動は、大阪府下で活動する
「TN会2」 とぃぅグループである。2006年度に発足
したTN会の会則をみると、「TN会は、日本語学習
支援活動を主な目的として、X大学の外国人研究者や
その家族と交流する仲間の会である。」と、会の趣旨
で掲げられている。「学習」と「交流」というキーワー
ドがあるように、実際も、そういう志向性で活動を展
開している。
2-3 参加者の背景
TN会の参加者の大きな特徴は、定年退職者などの
60歳代が中心となつていることである。会員の多く
は、国際交流関係の講座の修了生であることが縁で活
動している。そのため、2006年5月から活動が開始さ
れた新しいグループではあるが、元々知人同士である
人が多いからなのか、意見を交わしやすく、比較的ス
ムーズに運営が進んでいる。
グループ全体の登録者数は41名を数えるが、会の
中心的な活動である「漢字テーブル」に常時参カロして
いるのは20名前後である。その20名前後とほぼ同数
の外国人参加者がおり、それらが1対1のペアとなっ
て活動を行っている。
「漢字テーブル」では、「みんなの日本語 漢字 I・
Ⅱ」「例文で学ぶ漢字と言葉」といった漢字学習用の
日本語教材が用いられている。基本的にどのテキス ト
を用いるかは外国人の参カロ者が決め、それに基づいて
ボランティアとともに活動を進めていく。このような
流れで、1週間に1回、1時間半をボランティアと外
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国人参カロ者は一緒に過ごしている。
調査は、地域 日本語活動に参加するボランティアの
意識を探るために、登録者全体ではなく、実際に活動
に参加 しているボランティアを対象に行った。調査方
法はアンケー ト形式で、2006年月に実施した。回収
されたアンケー トは20名分で、回収率は95.2%であつ
た。
3 日本語ボランティアを始める動機
参加者の社会経験は様々である。国内外で活躍して
きた会社員、教師、主婦等、それぞれの分野で活躍し
てきた人々が、どのようなきっかけから日本語ボラン
ティアの活動を始めようと思い立ったのだろう力、 ア
ンケートをみると、それは大きく以下の2点に分類す
ることができる3。
(1)海外での経験 :5名
(2)国際交流・支援への興味や関心 :12名
以下、上の2点についての参加者のコメントを参照
しながら詳しく見ていきたい。なお、「 」末にある
()内のアルファベットは回答者のイニシャルを指し、
イニシャルが重複する場合には、別のアルファベット
で示した。
まず、(1)の海外での経験では、自分の仕事や家
族の都合で海外に居住したときに、英語ボランティア
にお世話になったという体験が語られる。「自分が、
ニューヨー クで三年近く (英語ボランティアの支援を)
受けたことへのお礼がまずしたかった (0)」、「駐在
地で、ボランティアの人に英語を教えてもらったこと
が動機 (J)」、「1970年代、北米滞在中に接した人々
の市民意識、人情、生活などに深い感銘を受けたこと
(G)」というように自分が受けた「恩」を別の外国人
に返すことで「恩返し」をするという、「『恩』返し
の循環」というような発想である。
次に、(2)の国際交流 。支援への興味や関心とい
う観点をみてみたい。「長年、英会話を続けていて、
外国の方から、日本語でどういうのですかと聞かれる
ことが多く、国際交流に関心があったので (W)」の
ように、外国や外国人との接角虫を基礎としながら、そ
の興味関心を、 日本語をてことして日本語ボランティ
アに変容させている例が多く見られた。一方で、回答
者の多くが、地域の交際交流団体に所属していたり、
老人大学や雇用能力開発機構で国際交流に関する講座
を受講していたことや、日本語教師養成講座を受講し、
日本語教育能力試験に挑戦した経験を挙げ、「その知
識を社会に還元したい (I)」、「留学生の方々の日本
語習得のお手伝いができれば、また日本の事情 。日本
文化を普通の生活者として伝えたい。外国で暮らす人
の役に立ちたい (K)」と述べている。なぜ、こうし
た講座に参カロしたり、試験にツ
`戦
したりしたかは角虫れ
られていないが、これらの記述には、「国際交流」 。
「外国人市民への支援」という志向性が明瞭に表れて
いる。また、そうした志向性に沿つて行つた研修や勉
学の成果を「役立てたい」という二次的な志向も表現
されている。
今回のアンケートにおいて、 日本語ボランティアを
始めた動機についてまとめると、
① 外国・外国人への興味関心
② 支援者の立場で活動に参加すること
という要素が抽出できる。
4 活動の内容
「漢字学習」を主な目的とし、学習や交流をするこ
と (「漢字テーブル」)を行つているグループであるが、
具体的に活動時間中は何をしているの力、 その内容に
ついて、ボランティアの人々はどのように捉えている
のかについてみていきたい。
アンケー トでは、次の項目を示し、自分が該当する
と思われる項目を選んでもらった (複数回答可にした)。
まず、質問項目を示し、そのあと集計を示す。
質問:TN会において、一緒に勉強している外国人参
加者の人とどのような活動をしています力、次の項
目から該当する番号に○をつけてください。該当す
る項目であればいくつでもOをつけてください。
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3.
4.
9.
10.
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12.
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べりをしている。
5.相手の国のことや日本での生活のことを聞きな
がらよく話し合っている。
6.相手から色々な話を聞いている。
7.自分の普段の生活や家族のこと、自分の趣味の
ことなどをよく話している。
日本の生活や習慣について聞かれるので、それ
について答えている。
おしゃべ りのなかで日本語の文法や漢字につい
て聞かれるので、それについて答えている。
外国人参加者の愚痴を聞いている。
自分の愚痴を聞いてもらつている。
その他 (具体的に :)
テキス トを使いながら教えている。
漢字の本を音読しながら、漢字の読み方や書き
方を確認 している。
日本語の文法や漢字について聞かれるので、そ
れについて答えている。
1～3のようなことをしながら、関連でおしゃ
という点で、ネガティブな話をお互いしているかどう
か、またそのような話ができる関係にあるか、につい
て問うものであったが、ほぼ全員が現状ではそのよう
な「愚痴」を「話す/聞く」という関係性にはないと
認識しているようであつた。
一方で、結果のなかで最も回答が多かった項目は、
1の「テキス トを使いながら教えている」と、4の
「1～3のようなことをしながら、関連でおしゃべり
をしている」の二つであつた。しかしながら、最も多
かつた回答数とはいえ、 1から9の他の質問項目と比
べて目立った差はない。
ここで、 1から9までの質問項目を設定した際の意
図について述べると、まず大きな枠組みとして、 1か
ら4は「テキス トを中心に活動しているあるいはそれ
をきっかけとして活動をしている」という、外国人の
日本語学習を支援することを活動の主な目的として捉
えているかどうかを尋ね、4から9の「おしゃべりを
中心に活動をしている」は、異なる言語 。文化的背景
を持つ人々との交流を意識しているかを問うものであっ
た。 したがって、 1から9の項目が、軒並み同じよう
な回答数であつたということは、ボランティアの人た
ちは、「テキストを用いて教える」という日本語学習
支援を普段行つているとともに、前節で述べたように
「日本語ボランティアをするようになった動機」にも
関連する「相手の国や日本の文化や習慣について話を
する」という「おしゃべり」もしていることになる。
しかし、質問項目7の回答数が8件と、他よりは明ら
かに少なくなつていることが注目される。 7の項目は
「おしゃべり」のなかでも「自分」にかんする話題を
話しているかどうかを聞くものであった。この回答数
が低いということは、逆に言えば、日本語ボランティ
アは「自分の話よりも相手の話を優先している」と認
識していることになる。これは次のグラフ2に示すよ
うに、活動時間中の自分と学習者の発話量の割合につ
いての質問結果でも、その傾向が表れている。まず設
間を示し、その後で集計結果を挙げる。
質問:TN会の活動をしている間、あなたとパートナー
の人のおしゃべりの割合は次に挙げる項目のうち、
123456789101112
グラフ1:項目別集計結果 (回答数20:複数回答あり)
グラフ1をみてまず目に入るのは1から9までの項
目と、10から12までの項目の回答数の差である・。
質問項目10の「外国人参加者の愚痴を聞いている」
と答えているボランティアは1名、同じく質問項目11
の「自分の愚痴を聞いてもらっている」は0名と、10
及び11と、 1から9の質問項目とは数の点で明らか
な差が見て取れる。質問項目10及び11の特徴は、「愚
痴」、つまり「他人に言つても仕方のないことを嘆く」
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どれに該当しますか。〇をつけてください。
よその害1合でお考えください。)
であり、その中身は、テキストの内容だけではなく日
本の習慣や生活に関することなど幅広いものであった。
しかし、日本語ボランティア個人の家庭での生活習慣
や、「愚痴」のようなネガティブな心情を吐露する話
などが言舌題に上ることは他に比べて少ないということ
が明らかになった。この認識と実際のところは活動時
間中の談話データを分析する必要があるが、アンケー
トから浮き彫りになつた、ボランティアが提える「日
本語ボランティアの姿勢」といえよう。
5 ボランティアを繋ぎとめるもの
日本語学習支援とおしゃべりとを行う同活動に、ボ
ランティアを繋ぎとめている要因は何だろう力、
いくら自らの意志で参加したとはいえ、参加し続け
たいとボランティアに思わせる何かが、その場にある
のではないかと考える。そこで、アンケー トでは、T
N会で活動しているなかで、何を「楽しい/うれしい
/上手にできる」と感じているのかについて尋ねた。
アンケー トを実施する前に、この回答には、ボラン
ティアが日本語学習を支援したり、外国人から日本の
文化や習慣について聞かれたりすることを通して体験
した、日本語 。日本文化の「再発見」が語られるので
はないかと予測していた。しかし、実際には、そのよ
うな「再発見」を答えたボランティアは、「外国の方
のものの考え方が日本人では思いつかない発想であり、
それが小生にとつて良い経験 (D)」と語る1名のみ
であった。
では、他のコメントはどのようなものだろうか。
「学習者とお話をするのはとても楽しいと思つていま
す (I)」「相手の方とcommunicationが上手くい
くと楽しいと思います (W)」、「子どもがいないので、
学生たちと話すのは楽しく、文化、時代等、視野の広
がりを感じました (C)」のように、「おしゃべりの楽
しみ」と挙げている。この「おしゃべり」の内容につ
いては、具体的に書かれていないが、恐らく「再発見」
もそのうちの一つではないかと考えられる。
一方、「学習者が日本語の力をつけて行くことを実
感するとき (F)」、「生徒さんが少しずつ日本語を理
(おお
1.私20%
2.私40%
3.私50%
4.私60%
5.私80%
本目三「 809る
相手60%
相手50%
相手40%
本目三F20°/0
グラフ2:項目別集計結果 (回答数195:複数回答あり)
グラフ2をみる限り、ボランティアは、活動時間の
半分、もしくはそれ以上の割合で、パー トナーである
外国人参加者が中心の「おしゃべり」に時間を割いて
いるようである。すなわち、ボランティアは、外国人
参加者の日本語学習の支援を行いながら、その場に応
じて「おしゃべり」をし、できるだけ外国人参カロ者の
声に耳を傾ける、という参加態度を志向して活動を行つ
ていると認識しているのである。
ここでもう一点、項目7について言及したい。項目
7と項目8は、日本の生活や習1貫について話をしてい
るかを尋ねるもので、項目7では個別的な日本人の生
活や習慣を、項目8では一般的な生活や習慣を話題と
して取り上げているかどうかという質問である。アン
ケー ト結果からは、微妙な差ではあるが、日本語ボラ
ンティアは「日本」という大きな枠組みでの文化につ
いての説明はしているが、自分の家庭におけるその実
際についての話題の優先順位は活動全体のなかでは低
いようである。
アンケー トからみえてきた活動の内容は、テキスト
を用いながら「おしゃべり」をすることが大きな流れ
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解してくれて、うまくなつていくのがうれしい (Ml」、
「学習者の質問に答えられるとき (K)」、「生徒が喜ん
でくれることが自分の喜びである (A)」、「若者たち
が一生懸命に覚えようとする姿 (R)」、「漢字を400
字近く覚えられたという御礼のハガキを頂いたこと
(S)」というコメントのように、外国人参加者の日本
語の進歩を喜びとする意見が目立った。
以上のように、活動の中身自体に喜びを感じている
と述べるボランティアの他に、活動の運営を「楽しい
/うれしい/上手にできる」と考えるボランティアも
いる。その他にも、「TN会の活動がうまく機能して
いると実感できるとき (Y)」、「当初予想以上の学習
者の参加が得られたこと (N)」という、会のコーディ
ネータとしての立場の意見、また「眠つている人材を
起こしてメンバーに入つてもらえたこと (O)」といつ
たように、同世代に、新たな社会的役割を与えること
に「やりがい」を感じているような意見もあつた。こ
れらの意見は、活動の運営、人材発掘という活動の土
台作りを担い、仲間に「日本語ボランティア」という
役割を与えることで、自らのコーディネータとしての
立場を確立することに喜びを見出しているともいえ
よう。
ところで、アンケートの回答のなかで「生徒・学生」
ということばが使用されていることは注目できる。第
3節でも言及したように、おしゃべりそのものを楽し
いという、対等な関係を紡彿させるような観点を述ベ
るとともに、「支援/被支援」という関係を街彿させ
る観点を呈示していることになる。このことは、「大
変だ/困つた/難しい」に関するコメントにも大きく
反映しているようである。
これまで紹介してきた「楽しい/うれしい/上手に
できる」と対称となる「大変だ//困つた/難しい」に
関するコメントをみると、鏡のように、同じ対象を逆
の視点で映し出している。例えば「再発見」や「おしや
べり」に楽しみを見出している人は「習慣の違いなど
を日本語で説明するのが時には難しい (T)」と言う。
また「先生」として日本語を教えることに喜びを感じ
ているボランティアは、「表現の微妙な違い (K)」、
「日本語に対して普段は気にもしてない使い方を聞か
れて答えられなくて困つた (A)」、「正しく理解して
いるかどうか確かめられない (I)」、「何の研修も受
けず、ノウハウも持たないま、学習者1名と相対した
ために、こんなのでいいかと自問している (U)」と、
「生徒 。学生」を「指導」する上での悩みを語つてい
るのである。
そのほかに、活動の運営に関して、「団体としての
教室運営の難しさ (N)」というようにグループの責
任者としての役割を担うことについて挙げる人もいる。
この点は、当事者以外にも「代表になって頂いた方の
苦労は大変だと思う (E)」、「私は幹事役をしていな
いので、困つたことは特に感じていないが、いろいろ
苦労はあると思う (H)」というように、代表責任者
の苦労を窺う意見がみられた。さらに、「週に1回し
かチャンスがない、またベビーシッター制があると
(学習者が)うれしいのに (0)」のように、今後の改
善′点などを指摘する声もあつたし
上述してきたように、ボランティアは、それぞれに
活動を実践するなかで「困難なこと」を感じながらも
活動を続けている。それは、困難であると感じること
以上に、楽しさや喜びを感じているボランティアの姿
が窺える。それは例えば「再発見」であつたり、「お
しゃべり」であつたりという実践のほかに、「教師」
としての自分や「コーディネータ」としての自分とい
うような役割を見出した結果の意見のようである。
森本 (2001)では、地域日本語活動のミー ティン
グを通して、制度的に保障されていない「日本語ボラ
ンティア」がそのアイデンティティを確立する方法と
して、「先生一生徒」、「日本人一非日本人」というカ
テゴリー 実践が行われていることを指摘している。本
報告における調査では、新たな視点として、ボランティ
アは「日本語ボランティア」という実践を利用して、
ひとつの自己アイデンティティを確立しているという
ことを指摘したい。
グループの参加者は、前述の通り、60歳代が中心
で、いわば第二の人生を歩んでいる人々である。かれ
らの多くは、仕事や親としての義務などから解放され、
自分の自由にできる時間を比較的多く持っている。日
本語活動の場が、かれらにとつて、そうした現状のな
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かで出会った社会参加と新たな自己アイデンティティ
の形成の場となっているという見方もできる。
個人の経験から興味関心を持った「国際交流」に関
連し、外国人の日本語習得を支援するという活動に関
わることで、「先生」として日本語を教える。また、
例えば会を運営する際の取り纏め方や議事録の作成な
ど、培ってきた経験も生かされ、同世代の眠つている
人材を発掘したりもする。そういつたことを通して感
じる「やりがい」や「人の役に立った」ことによる満
足感とが、かれらと地域日本語活動を繋いでいるので
ある。
6 まとめ
なぜ日本語ボランティアを始めたのか、その動機は
外国 。外国人への興味関心とともに、自分が海外で経
験した「恩」を返したいという「『恩』返しの循環」
や、自分の知識や能力を、外国人の日本語学習を支援
するという形で還元したいというものであつた。そし
て実際の活動では、自分と外国人参加者とをおしゃベ
リを楽しむ対等な関係であると位置づけながらも、
「生徒 。学生」の「指導」に悩む「教師」として「支
援/被支援」 という関係が見えてきた。このような
「支援者」としての自分、また会の運営責任者として
の自分という、ひとつの自己アイデンティティの確立
が「日本語ボランティア」を通して形成され、そのこ
とを通して得られる満足感が、地域日本語活動に参加
し続ける動員力となっていた。
本稿では深く言及しなかったが、アンケートでは、
「日本語ボランティアの活動に関連して、これからやっ
てみたいと思うことはありますか」という設問項目を
設定していた。その回答は、現状維持のほかに、日本
語教授法や英語などの学習の必要性、そして無回答が
目立つなかで、「単に日本語だけではなく様々なサポー
ト活動組織ができたらなぁと思う (H)」や 「外国人
に対する、よろず相談承り所ができればよいと思つて
いる (F)」という声が挙がっていた。この二人のコ
メントからは、活動を通して在住外国人が必要として
いることが日本語学習だけではないことを実感し、地
域社会全体として何が必要かを考えた経緯が読み取れ
る。そして、このような提案は、外国人が市民ボラン
ティアに望む支援の形が反映されたものなのではない
だろう力、 どのような動機であれ、「日本語ボランティ
ア」を始めたことで、かれらの目には、在住外国人目
を通した日本社会の姿が映し出される。外国人は何に
困つているのか、何を必要としているのかに気づき、
一緒に外国人が抱える問題を解決していくなかで、そ
こで感じた問題を日本社会に発信していくことができ
るのは、実際に外国人の話に耳を傾けている日本語ボ
ランティア自身である。日本社会の多言語 。多文化化
が進むなかで、地域日本語教育は、日本語教育の専門
家による日本語習得をめざす活動の他方で、日本語ボ
ランティアが外国人と共に学ぶことで感じた「気づき」
を社会に生かせるような、「日本語学習支援」を超え
た活動のあり方を示し続けていく必要があるといえよ
う。
注
1.2,084,919人(2006年12月31日現在)法務省入
国管理局資料 (http:〃www.moi.gO.jp/PRESS/
070516…1.pdfl
2.本稿で扱うグループ名、及び大学名は仮名である。
3.(1)と(2)以外の回答は、「手伝ってほしいと
言われたから (I)」、「友人が活動している内容を
聞いて (U)」、無回答 (M)の3名であった。
4.12は自由回答項目であるので、それを除いた10
と11の項目と1から9までの項目を扱う。
5.アンケー トの回答者は20名であるが、この設問
項目にかんして1名の回答漏れがあったため、19
名の回答を集計した。
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